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おける観測波を120 ～ 140% 程度まで規模を徐々
に大きくしながら繰り返し試験体に入力しました。最
終的に、柱や壁の破壊を伴いながら試験体は１、２
層で層崩壊し、鉄骨防護フレームにもたれ掛りました。
今後は、実験結果を再現できる解析技術を整備し、
崩壊余裕度を評価する手法の確立を目指していき
ます。
　本実験は、文部科学省「都市の脆弱性が引き起
こす激甚災害の軽減化プロジェクト」の一環として、昨
年度の鉄骨造高層建物実験に引き続き実施された
ものです。建設会社を中心とする実践的研究体制
が敷かれており、成果の普及について関係各方面
から期待が寄せられています。
写真１　ＲＣ造６層建物の 30％縮小試験体
